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2020年度の主要な活動の成果について
～横断的な取組～

1. ロードマップの刷新検討
・TBO施策の整理

・個別施策の検討

2．CARATS目標指標に関する検討
・目標指標の傾向分析

・悪化指標（利便性）の原因分析

→ 「出発遅延」の詳細分析（地上混雑）

→ 「到着遅延」、 「Gate to Gate運航時間」の分析手法を検討

・目標指標と施策の関係性の明確化

3．航空交通分野研究者の裾野拡大に向けた取組の実施
・ オープンデータの拡充検討

・ CARATS ホームページの改善・拡充 検討

・ オープンデータフォーラムの開催

・ 学会等での講演、パンフ配布
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１）これまでのCARATS目標指標の傾向分析 【資料2-3 別紙】参照

・2008年度から継続的に収集、モニタリングを行っているCARATS目標指標（10指標）のこれまでの傾向を把握、評価

２）悪化指標（利便性関係）の詳細分析

① 「出発遅延」の詳細分析（ブロックオフ前の出発遅延理由について、詳細分析を実施）

２．CARATS目標指標に関する検討
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機材繰りを含む「遅延便数」および「遅延時間」の総計は、2017年を境に増加傾向、減少傾向となってい
るが、遅延理由の大部分は機材繰り。（過去3カ年詳細分析の結果）
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２）悪化指標（利便性関係）の詳細分析

② 「到着遅延」の詳細分析

２．CARATS目標指標に関する検討
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予定ブロックタイム平均（※）と実飛行時間を比較することにより到着遅延を分析。

到着遅延は、以下の2種類に区分して分析
①出発に起因しないもの（ブロックタイムより長い時間、本資料では「ブロックタイム遅延」と呼ぶ。）
②出発に起因するもの

予定ブロックタイム 2:00飛行計画

ケース1

ケース2

ケース3

実飛行時間 2:10

実飛行時間 1:55

実飛行時間 2:05

12:00 14:00

14:05

14:15
14:10

到着遅延 ＝ （ ＋ ）
出発に起因しない

到着遅延

出発に起因する
到着遅延

5分 ＝ （ 0分 ＋ 5分 ）

10分 ＝ （ 10分 ＋ 0分 ）

15分 ＝ （ 5分 ＋ 10分 ）

※ 予定ブロックタイム平均＝ブロックオフ～ブロックインの間にかかる
飛行計画上の所要時間

※ブロックタイム遅延

2014年～2019年（COVID-19影響下の2月・3月は除く）の6年間の実績に基づくと、

①毎年、予定ブロックタイム平均が伸びている（約108→110分）
予定ブロックタイムの伸びにより、出発に起因しない到着遅延（＝ブロックタイム遅延）は微減

②毎年、恒常的に約14～15分の到着遅延が発生

③毎年、恒常的に約8～9分の出発に起因する到着遅延が発生



２．CARATS目標指標に関する検討
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２）悪化指標（利便性関係）の詳細分析

③「Gate to Gate運航時間」の分析（大圏距離の推移）

西向き路線別の全体的な傾
向として、平均フライト数/日と
実飛行距離の間に明確な相
関は確認されない。

35

実飛行距離

平均フライト数／日

4. 福岡→羽田4. 福岡→羽田 5. 那覇→羽田5. 那覇→羽田

1. 新千歳→羽田1. 新千歳→羽田 2. 大阪→羽田2. 大阪→羽田 3. 関西→羽田3. 関西→羽田左軸：距離（NM） 右軸：平均フライト数/日

※平均フライト数/日（赤線）
については、最新データは未追加

西向き

1. 羽田→新千歳1. 羽田→新千歳 2. 羽田→大阪2. 羽田→大阪 35

実飛行距離

平均フライト数／日

東向き路線別の全体的な傾向として、平
均フライト数/日と実飛行距離の間に明確
な相関は確認されない。

主要5路線のうち、【4.羽田→福岡】【5.羽
田→那覇】は、2008年以降より運航距離
は悪化傾向。

4. 羽田→福岡4. 羽田→福岡 5. 羽田→那覇5. 羽田→那覇

3. 羽田→関西3. 羽田→関西左軸：距離（NM） 右軸：平均フライト数/日

東向き



３）目標指標と施策の関係性の明確化

２．CARATS目標指標に関する検討

・ 各施策の指標に対する影響度の評価方法
CARATS新ロードマップをもとに、各施策（DCB-1, -2…）の各指標（I-1, -2…）に対する影響を評価。
新ロードマップ上の各施策には、過去の複数施策ID（OI, EN）が含まれるものがある。
→新施策IDの影響評価は、旧施策IDのうち、各指標ごとに最も大きく影響するものを評価

1. 導入意思決定時の費用対効果の結果、十分な定量効果が認められるもの

2. 事務局試算・検討の結果、十分な定量効果・定性効果が認められるもの

3. 定量効果・定性効果が小さいもの

4. 定量効果・定性効果のいずれも認められないもの ※空欄

留意事項
・ 各分野の累積した効果量は、施策数が異なる（施策数が多ければ効果量が多くなる場合がある）
・ 一部施策については、他施策と組み合わせなければ効果が発現しないものがある
・ 評価の詳細については、分科会以降の修正の可能性がある

星取表の形で、指標別の効果の全体的な傾向を把握（各分野で〇＝2、△＝1として効果量を累積）
個別分野（DCB,TBO等）で影響度の高い施策を把握
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２．CARATS目標指標に関する検討

導入済施策としては、ASASの導入（TBO-6）
を通じ、Ⅰの指標の改善に寄与

今後導入予定の各種施策、 特にフリールーティ
ング（TBO-1）、協調的な軌道調整（TBO-2
）、メタリング（TBO-4）、
継続的な上昇・降下（TBO-5）、フローコリド
ー（TBO-7）を通じⅡ ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵの指標
も改善

一方で、A-CDMやAMAN/DMAN/SMAN等、
施策によっては連携して改善するものもあり、各
施策の効果の再精査が必要

※横軸 ： 効果（大・小）の累計
〇 = 2 （効果 大）
△ = 1 （効果 小） （2020年度～）（～2019年度）

【指標別の効果】【指標改善の概要】

※赤字は導入予定施策の効果

発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定 発現済 予定

2022 2022 2022 2022

2026 2026 2026 2026 2026 2026 2026 2026 2026

2042 2042

2026 2026 2026 2026 2026

2023 2023 2023 2023 2023

2017 2035

2042 2042 2042 2042 2042 2042

2020 2020 2020 2020 2020

高高度でのフリールーティング

協調的な軌道調整

軌道情報を用いたコンフリクト検出

合流地点における時刻ベースの順
序付け、間隔設定（メタリング）

継続的な上昇・降下

ASASの導入

フローコリドーの導入

管制間隔の見直し

TBO-7

TBO-8

TBO-1

TBO-2

TBO-3

TBO-4

TBO-5

TBO-6

【Ⅱ-2 】

混雑空域のピー
ク時間帯におけ
る処理機数の拡

大

平均ATFM
遅延時間

ATFM遅延時間
が割り当てられて
いない機数割合

（充足率）

航空保安業務に
起因する航空機
事故及び重大イ
ンシデントの発生

件数

航空交通システ
ムのシステムダ
ウン又はサービ

ス提供時間

Ⅱ．航空交通量の増大への対応施策 Ⅰ．安全性の向上

TCAS（航空衝突
防止装置）のRA

（回避指示）
発生件数

【Ⅰ-1 】 【Ⅰ-2 】 【Ⅱ-1 】 【Ⅱ-4 】【Ⅱ-3 】

施策名施策ID

Ⅴ．航空保安業務
     の効率性向上

Ⅵ．環境への配慮

１フライト（大圏距
離当たり）のCO2

排出量

飛行計画取扱機
数当たりの航空
保安施設等に係
る総電気使用量

【Ⅵ-1】 【Ⅵ-2】【Ⅴ-2】【Ⅴ-1】

Ⅲ．利便性の向上

（定時性）全到着
便に対する15分
を超える到着遅

延便の割合

（定時性）全出発
便に対する15分
を超える出発遅

延便の割合

（定時性）全出
発・到着便に対す
る平均出発・到着

遅延時間

（就航率）到着便
に対する自空港
の気象の影響に

よる欠航便
の割合

（速達性）主要路
線におけるGate

To Gateの
運航時間

【Ⅳ-１】【Ⅲ-1(1)】 【Ⅲ-1(2)】 【Ⅲ-4】

Ⅳ．運航の効率性向上

1フライト（大圏距
離）当たりの
消費燃料

飛行経路の延伸
距離（延伸率）

希望高度取得率
運航効率のよい
出発・到着方法

の実施割合

主要空港におけ
る平均地上
走行時間

【Ⅲ-2】 【Ⅲ-3】

管制官等一人当
たりの飛行計画

取扱機数

3ヶ年平均の整備
費当たり飛行計

画取扱機数

【Ⅳ-2】 【Ⅳ-3】 【Ⅳ-4】 【Ⅳ-5】

0 5 10 15 20 25 30

Ⅰ．安全性の向上

Ⅱ．航空交通量の増大への対応

Ⅲ．利便性の向上

Ⅳ．運航の効率性向上

Ⅴ．航空保安業務の効率性向上

Ⅵ．環境への配慮

例）TBO施策の指標別の効果
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提供の目的

･交通管制部所有のﾃﾞｰﾀを外部提供することにより、大学等の公的研究機関における航空交通分野の研究開発の裾野拡大を
図ることを目的に2015年度より提供開始。
･提供開始から現在まで81機関に提供済み。

主な検討
･現在、CARATSｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀでは国内＋洋上経路に加え、羽田、福岡空港（2019年度から開始）の航跡ﾃﾞｰﾀを公開済み。
･第7回推進協議会（2017.3）において求められた、航跡データの拡充については、達成。
・さらなる航跡データのニーズとして次年度は那覇空港の追加を検討。
・データ種類の拡充について、気象庁協力の元、航跡データ日時の気象データを提供予定。（今年度）

提供年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020
データソース

（対象年）

国内航跡
（2012）

羽田空港ﾚｰﾀﾞ追加
（2013、2014）

洋上航跡追加
（2015）

羽田空港面追加
（2016）

福岡空港
追加

（2017）

那覇空港
データ取得開始

対象日 6週間(奇数月) 6週間(奇数月) 6週間(奇数月) 6週間(奇数月) 12週間(毎月) 12週間(毎月)

【継続検討】
･ﾆｰｽﾞ調査で要望のあった「飛行計画時の経路情報」、「統合管制情報処理ｼｽﾃﾑ上の算出時刻（EDCT等）」及び「ﾉｰﾀﾑ情報

（過去ﾃﾞｰﾀ）」について、当該ｼｽﾃﾑ及びﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀﾂｰﾙを活用した収集及び提供について、検討。

空港面 赤：出発 青：到着国内＋洋上 航跡

オープンデータの拡充に関する検討
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３．航空交通分野研究者の裾野拡大に向けた取組
２）オープンデータフォーラムの開催
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開催趣旨
• 2014年度より公開を開始したCARATSオープンデータの活用状況を共有することで、航空交通サービスの向

上に寄与する研究開発活動や航空交通分野の人材育成の促進を図る。

• 2020年度はCOVID-19 の影響により、WEB形式を主とした形態で開催。

→関西からの発表・参加アクセスがあり、参加エリアは拡大も参加者は微減。

宣伝活動が重要。

フォーラム開催概要
■日時：2020年12月3日（木）13:30～17:00
■場所：Zoom Webinar/(株)三菱総合研究所会議室
■講演内容
（1）開会挨拶（航空局 和田新システム推進官）
（2）基調講演「CARATSの取り組みとCARATSデータへの期待」

（東京工業大学 屋井教授）
（3）オープンデータ概要説明（ENRI 岡主任研究員）
（4）研究紹介

◯森 俊憲 （大阪府立大学）
「巡航中の航空機に対する時間管理が混雑空域内の交通流に与える効果」

◯村田 暁紀 （国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 電子航法研究所）、
髙玉 圭樹 （電気通信大学）
「航空交通流過密状態における着陸順最適化」

◯渡利 雄太 （日本航空株式会社）
「飛行計画システムを用いた国内空域におけるUPR導入時の効果分析」

◯成岡 毅 （株式会社 NTTデータ）
「CARATS Open Dataを用いた研究開発」

◯アンドレエバ森 アドリアナ （国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構
航空技術部門 次世代航空イノベーションハブ）
「CARATSオープンデータを用いた経路分散分析」

（5）閉会挨拶（ENRI 福島航空交通管理領域長）

開催結果
■参加者数：計99名（うち学生4名）

注）参加者に講演者、事務局は含まない。
2020年度の学生数は事前の登録情報に基づく。



３．航空交通分野研究者の裾野拡大に向けた取組
３）研究成果の広報・PR資料

Ⅰ.目的
航空交通分野の研究開発の裾野拡大に向けて、CARATSの施策実現に貢献したこれまでの研究

開発成果のHP掲載を行い、大学をはじめとする研究開発者に情報を発信すること。

Ⅱ.選定基準（１及び２を満たすもの）
１．CARATS施策の導入／導入意思決定に直接的に成果が使用された（実用化に寄与した）もの
２．以下のいずれかを満たすもの

（１）CARATSにおいて「主な施策」として位置づけられている施策関連
（２）行政機関が行う研究評価等において社会還元について高い評価を受けたもの
（３）研究開発分科会において選定し、推進協議会で了承されるもの

Ⅲ．HPへの掲載内容
国土交通省のHP上において、CARATS事務局が運営するサイトに「リスト」と「個票」を掲載
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３．航空交通分野研究者の裾野拡大に向けた取組
４）ホームページの改善およびPR活動
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①ホームページの改善

②紹介映像の改定

③メールマガジンの掲載（公益社団法人 日本航空機操縦士協会 (JAPA)）
四半期毎 4回 CARATSの概要、取り組み状況を掲載


